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2019年 12月21日（土）   16:30 開場 / 17:00 開演
清里高原 萌木の村 オルゴール博物館  ホール・オブ・ホールズ

  チケット/5,000円（全席自由、未就学児入場不可） ※詳しくはHPをご覧ください。
お問い合わせ：ホール・オブ・ホールズ  ☎ 0551-48-3535 / えほん村  ☎ 0551-36-3139 

魔女と妖精の森から
《出演》 平澤 真希（ピアノ演奏）
　 　 　 　 　 / まつむら まさこ（語り・画）
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Access

萌木の村 オルゴール博物館  ホール・オブ・ホールズ
TEL 0551-48-3535
〒407-0301 山梨県北杜市高根町清里3545 萌木の村
https://hallofhalls.com

お車の方（ 須玉I.C、長坂I.Cより約20分 ）
● 新宿 ー（首都高速・中央自動車道）ー 須玉I.C ー（国道141号線）ー 清里
● 名古屋 ー（中央自動車道）ー 長坂I.C ー 清里

JRの方（ 清里駅より徒歩10分 ）
● 新宿 ー（中央本線）ー 小淵沢 ー（小海線）ー 清里
● 上野 ー（長野新幹線）ー 佐久平 ー（小海線）ー 清里
● 名古屋 ー（中央本線）ー 塩尻 ー（中央本線）ー 小淵沢 ー（小海線）ー 清里

伊那北高校卒業後、東京音楽大学に進む。1993年、霧島国際音楽祭グランプリ受賞の折、来日し
ていたポーランドの名ピアニスト、レギナ・スメンジャンカに才能を認められ、ショパン音楽大学に奨
学金特待生として留学。在学中からポーランド各地で演奏活動を行なう。数多くの国際音楽祭に出
演。ショパン音楽大学研究科最優秀首席卒業。日本、ポーランド、フランス、オランダ、ウクライナ、クウェ
ート、フィリピン等世界各地でソロ、室内楽、コンチェルト等の演奏活動を行い、魅力的かつ比類ない
音楽的個性と独創性を持ったピアニストと評されている。16年間ポーランドに在住し、世界各地でリ
サイタルを開いてきた。帰国後、２０１１年より作曲を始める。2012年4月から2018年3月まで清里「ホー
ル・オブ・ホールズ」にて通算1300回の公演を行う。2014年CD「オマージュ・ア・ショパン」をリリース
し「レコード芸術特選盤」に選定。2015年紀尾井ホールにて「歓喜～闇の先に見えるもの」と題した
テーマでのリサイタルを開催。2016年自作曲CD「水の記憶」をリリース。2017年より坐禅修行。2018
年11月6枚目のCD「Dhyanaディアーナ」をリリースし、「レコード芸術準特選盤」に選定。
2019年新企画「ネイチャーピアノ」を開始。「魂のピアニスト」と呼ばれている。

1978年～1981年ドイツ滞在中に絵本制作、出版。
1983年帰国後、八ヶ岳高原「図書館えほん村」創立。
1984年「えほん村」に改名《0～100才の子どもの心へ》をテーマに絵本の普
及に尽力する。代表作に「ことりの結婚式」「まっていたよクリスマス」「くりすま
すのおくりもの」「うまのおいのり」他、独語、英米語、仏語、中国語など海外
出版多数。ジャパン・シンフォニア「アルルの女」「ペール・ギュント」などのステ
ージアート。プラネタリウム原画など新しいアートにも取り組む。

【えほん村ホームページ】http://ehonmura.jp

Masako Matsumura

Maki Hirasawa

まつむらまさこ【絵本作家・画家】

平澤真希【ピアニスト】

【 公式ホームページ 】http://hirasawa-maki.com

Message from the forest Playing pianoProgram
月に照らし出された聖夜のおはなし
森の中に頑固じいさんが住んでいました。名前はチ
ッカリング。彼は一人の妖精があらわれるのを待ち
ました。冬至の夜、森は静まり、みんなが待ちわび
ていたのは冬の眠りにつく前の妖精…　しーっ、
ほら、やって来ました。妖精はチッカリングおじい
さんの頭を撫でると言いました。「始めましょう。」
森に住む魔女は小鳥を集めました。そして凍えそう
なキノコを座らせました。大きな樫の木、モミの木
も、この日は冷たい風を遮るように広場を温めまし
た。「さあ、始まるよ。」そんな物語をお届けします。
聞いてください。

《平澤真希作曲》

アオジの予言（新作）

木霊の踊り（新作）

森のパーティー（新作）

オオルリのワルツ（新作）

六花（新作）

月舟

聖なる樹の声　他

ホール・オブ・ホールズが所蔵する『チッカ
リング・�フィート・アンピコ・グランドピア
ノ』は、����年頃アメリカン・ピアノ社で製
作されたものです。大ピアニスト、リストが
愛した名器にアンピコ社が自動再生装置を
組み込んだ楽器です。当博物館の自動演奏
ではガーシュインやラフマニノフの名演奏
が時を超えて甦ります。
本公演では、このピアノを見事に弾き熟す
妖精こと平澤真希が、森羅万象の生命を表
すオリジナル曲と即興により作品の世界観
を奏で上げます。


